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令和 4年度船橋市学校連携事業報告書

対話型鑑賞事業の実施

アー ト カ ー ド を活用した鑑賞
船橋小、湊町小、海神小の5年

生を対象に、市所蔵作品 30点

をカードにした「ふなばしアー

トカード」を使った鑑賞授業

を実施しました。児童たちの中

にファシリテーターが入り

対話型鑑賞では、作品についての知識や情報などを一方的に聞くのでなく、児童・生徒が主体的に「みて」「かんがえて」「は
なす」「きく」「はっけんする」ことをキーワードに、描かれたものから作品の意味を探るグループワークを行い、美術
鑑賞方法を学びます。

学芸員による見学会や出張授業での鑑賞

学芸員がファシリテー

ターとなり、実物の作

品を前に対話型鑑賞を

実施しています。令和

4 年度は所蔵作品展で

見学会を行った船橋小、

私の船橋スト ー リ ー

たくさんの写真の中から 1 枚だけを選ぶのはとても難しいけれ
ど、それだけ大切だと分かった。

自分で写真を撮ると、この写真がどのようなことを伝えようと
しているのかがとても分かりやすかったです。

普段、猫の写真や食べ物の写真しか撮ってないけど、写真を撮
ると思い出を撮れたり、思い出したりすることもあるんだなと
思った。

児童の感想

教員による所蔵作品を活用した授業の実施

●

●

●

湊町小、海神小の5・6年生を対象に実施しました。

グループワークを行うことで、楽しく美術鑑賞の基礎を学びます。

【グループワークの内容：自己紹介／ 2 つのカードの共通点／つなが

る物語づくり／お気に入りの作品はどれ】

主 催 ： ( 公 財 ) 船 橋 市 文 化 ・ ス ポ ー ツ 公 社

( 飯山満南小 5 年生 、 御滝中 、 飯山満中 ）

船 橋 市 教 育 委 員 会 文 化 課

「私の船橋ストーリー」は令和3 年度から飯山満中学校美術科・大浜美樹教諭が進めている美術の授業プログラムです。
この授業では、子供たちが市所蔵作品である北井一夫氏のシリーズ写真「フナバシストーリー」をデジタルアーカイブ
で鑑賞した後、写真作品を制作します。令和 4 年度は、本授業に賛同した御滝中と飯山満南小が加わり、「私の船橋
ストーリー」を制作。飯山満南小の授業では、児童がタブレットで校内の写真を撮り、写真へ思い思いの言葉をつけます。
そして、完成した作品の展示方法をグループで考え、体育館を会場にした展覧会をつくり上げました。

　船橋市教育委員会では「第2次船橋市文化振興基本方針」を令和4年3月から施行しています。基本方針
の重点プログラムのひとつ「アートでつながるまち　ふなばし」では、船橋市が地域と連携し、誰もがアー
トに参加できる環境づくりに取り組み、アートを通じて「人と人」「人とまち」をつなげることを目指しています。
　その一環として、船橋市教育委員会文化課では子供たちが主体的にアートに関わり、心豊かに成長するとと
もに、生涯にわたり鑑賞や制作活動に参加する素地を育むため、学校と連携した取組を進めています。本報告
書は令和 4 年度の取り組みである教育普及活動を報告するものです。



1 日目

1日目は学芸員と共に「船橋市
デジタルミュージアム」を活
用した授業を行いました。昭
和初期に撮影された船橋市の
古写真を検索し、そこに写る
景色などを手掛かりに当時の
地図で古写真に写る場所を探
します。

デジタルミュージアム活用授業
～今と昔を比べてみよう～

2 日目 作品の対話型鑑賞授業
～「時空写真」を鑑賞しよう～

3 日目
アーティストとの制作授業①～わたしの「時空写真」をつくろう～

アーティストとの制作授業

2 日目は、学芸員との対話
を通して作品を鑑賞する「対
話型鑑賞」を行いました。
笠木氏の作品の中から人物
の服装や髪型から時代の違
いを指摘する声や、写真が
合成で作られていることに
気づいたりと児童たちは
色々な発見をしました。

船橋小学校創立 1 5 0 周年記念アー ト体験プロジ ェ ク ト 　わたしたちのまちの過去図 / 未来図 ～ “時空写真 ”を作ろ う～

最後の授業では児童たちが作った時空写真を貼り合わせ、高さ 1.8m・長さ
10m の巨大な「大時空写真」を制作。本町の街並みに合わせて自分の作品を配
置します。「絵として面白いものにするために離れて見てみよう」という講師の
一言で、体育館の 2 階からみんなで作品を眺めてみました。視点を変えて作品
を見みると、アイディアが浮かんできます。児童たちは順番に作品を眺め、互
いにアドバイスをしながら作品を作り上げました。最後に自分の作品という証
として、一人一人サインをしたら完成です。船橋小 6 年生 84 名と笠木氏の力
作が生まれました。

見学会では授業で講師が話してくれたことを思い出しながら実物の作品を鑑賞します。「作家が
実際にいる機会はなかなか無いから、気になることがあれば何でも聞いてね」という講師の呼び
かけから、児童たちはいろいろと絵について気になることを尋ねています。作品を通して、児童
と講師のコミュニケーションが深まる時間となりました。そして、改めて自分たちの作った大時
空写真を鑑賞し、作った時とはまた違う視点から作品を見てみます。最後は児童たちから改めて
自分の作品への想いを話してもらい見学会は終了しました。

3 日目は児童たちが持ってきた古い写真を使いコラージュ作品を制作。両親が子供だった頃
の写真やひいおじいちゃんが赤ん坊だった頃の写真など、幅広い年代の写真を持ち寄りまし
た。「わくわくする作品をつくろう！」という講師の話から制作がスタート。タブレットは紙
や絵具を使うこととは違う楽しさがあり、様々な表現に挑戦していきます。船小の昔の写真
に自分と家族の時間の流れを投影する作品、会ったことのない祖父に抱きかかえられる自分
を想像した作品など、それぞれが表現したいものに向き合いながら、作品を作りました。

そして、インターネット上の地図で、現在の様子を映し出し、今と
昔の様子を比較しました。昭和から現代までに流れた時間などにつ
いて考える授業となりました。

自由に気づいたことを話し合った後は、作家自身から作品の動
機や制作方法について話してもらいました。

所蔵作品展関連事業
船橋市では毎年、市が所蔵する美術作品と作家の活動を紹介する展覧会「市所蔵作品展」を開催しています。その関連事業として、令和4年度は市所蔵作品展の出展作家である笠木絵津子氏が講師となり、船橋小で全 5 回のアート体験授業
を実施しました。

1 2 月 8 日 ( 木 )

9 月 2 7 日 ( 火 ) 1 0 月 1 1 日 ( 火 )

　 1 0 月 2 7 日 ( 木 )

～わたしたちの「時空写真」をつくろう～
1 1 月 8 日 ( 火 )

所蔵作品展見学会 /
《大時空写真》の展示をアーティストと鑑賞する

わたしたちのまちの過去図 / 未来図

（ 船橋小 6 年生 ）

4 日目

5 日目

写真を選ぶところから、タブレットでのわたしたちの「時空写真」づく
りまで、初めての経験がとても多いプロジェクトでした。そうして出来
たみんなの作品が日本画家や笠木さんの作品と一緒に展示される
のはとてもすごいことです。家族と話し合いながら写真を選んで出来
た作品ですので、家族とも一緒に展覧会を見て欲しいですね。 

自分自身、アートって何だろうと思っていましたが、児童の作品を見て、
とても感動し、アートはつくる人も見る人も楽しいのだなと感じました。
美術だけじゃなく、音楽やたくさんの表現があるので、これから先、い
ろいろなアートに触れてみると楽しいのではないかと思います。

過去の自分と今の自分の成長を感じられた。

自分もこんな素敵な作品を作れるんだなと思った。

自分が作った時空写真が6年生の時空写真の一部になって

嬉しく思いました。一人一人の時空がつながってできるものが

6年生の時空写真だと思いました。そんな作品を笠木さんと作

れてうれしかった。

難しいと思っていたアートが楽しいアートになって嬉しかった。

児童から

●

●

●

●

児童の一つ一つの作品が想いを込めて作られているということを感
じ、とても感動しました。作り手がどのような想いを込めたのか、それを
鑑賞者がどう感じるのかということ全てが芸術なのだと思いました。
児童にとって何か一つでも心に残り、次に繋がっていくと良いと思い
ます。 

令和 4 年度船橋市所蔵作品展
船橋市では市が所蔵する作品と作家の活動を紹介する展覧会として令和 4 年度は「時」をめぐる 3 つの展覧会「磯田長秋―船
橋で時を描いた日本画家―／笠木絵津子「私の知らない母」／船橋小学校創立 150 周年記念アート体験プロジェクト わたし
たちのまちの過去図 / 未来図～ “時空写真” をつくろう～」を開催しました。-

展覧会風景
「磯田長秋―船橋で時を描いた日本画家―」

展覧会風景
笠木絵津子「私の知らない母」

展覧会風景
船橋小学校創立 150 周年記念アート体験プロジェクト 
わたしたちのまちの過去図 /未来図～ “時空写真” をつくろう～

令和 4 年度船橋市所蔵作品展

令和 4 年 12 月、市所蔵作品展として “時” をめぐる 3 つの展覧会「磯田長秋―船橋で時を描いた日本画家―／笠木絵
津子「私の知らない母 」／船橋小学校創立 150 周年記念アート体験プロジェクト わたしたちのまちの過去図／未来図～
“時空写真” をつくろう～」を同時開催しました。

展覧会風景
「磯田長秋―船橋で時を描いた日本画家―」

展覧会風景
笠木絵津子「私の知らない母」

展覧会風景
船橋小学校創立 150 周年記念アート体験プロジェクト 
わたしたちのまちの過去図 /未来図～ “時空写真” をつくろう～

会期 : 令和 4 年12 月 7 日（水）～ 18 日（日）／会場 : 船橋市民ギャラリー／主催 : 船橋市教育委員会、(公財) 船橋市文化・スポーツ公
社／入場者数：1,599 人

笠木絵津子
写真家/ 現代美術家

兵庫県姫路市出身、千葉市在住。奈良女子大学大

学院で物理学を学び、ニューヨーク大学大学院芸術

学部スタジオ・アート専攻修士課程修了。現在の写

真と過去の写真を組み合わせたコンピューターグラ

フィクスによる写真コラージュ作品を制作、国内外で

個展・グループ展多数。2022年には船橋市所蔵作

品展「笠木絵津子　私の知らない母」開催。

　絵を描くことなどは昔から人間の営みだったと思います。私
にはそれが写真でした。写真に自分の意見はなかなか入れら
れませんが、コラージュであれば少しだけ作品でおしゃべり出
来るのではないかと思い、今のような作品をつくっています。子
供たちにも同じように作品を作って貰いましたが、面白いと思
って取り組んでくれたからこそ、このような作品ができたのだと
思います。自分が考えている以上に子供は面白いコラージュ、
未来まで見通せられるものをつくってくれて“はっ”としました。
作品を見ていると、普段分からなかった友達のことが分かるよ
うになるかもしれません。それがものをつくることの面白さだと
思います。表現することは、心を豊かにしてくれるものだと思っ
ています。 

アーティストから

担任の先生から

●

●

●

一つ一つの作品に色々な思いが詰まっていて何を表現した
いのか分からないものもあったけど、感覚でこんな感じな人
なのかなと思えた。笠木さんの気持ちがよく分かるような作
品もあれば、分からない作品もあったので、より深く考える
ようにした。

●

ア－ティスト紹介



芸術体験活動特別卒業プロジ ェ ク ト
墨と和紙を使ったア ー ト体験 (豊富中 ）

空き教室での公開制作 ( 豊富中）

荒井氏が講師となり、アート体験ワークショップを豊富中の 3 年生が行いました。
生徒たちは墨と水を使って、和紙に自分の感情を表現することを試みました。「喜
怒哀楽」からその時の気持ちを自由に表現しました。コロナ禍で 3 年間を過ごし
た生徒たちにとって、アーティストと共に自由に制作をしたこの時間は、卒業前
の特別な経験となりました。

水墨画にはもっと硬い、風景などをしっかり描くようなイメージがあったけれど、自分

の感覚に任せて、感情を表現することが出来るのだなと思いました。

あまり自分の感情を表すのは得意ではないけれど、絵に自分の感情を吐き出せたと思う。

楽しかった。

荒井氏がふなばしアンデルセン公園子ども美術館での展覧会
に向け、豊富中の空き教室を利用して出品作品の公開制作を
実施しました。授業の空き時間や放課後に生徒たちは、荒井
氏が行っていた「水切り」という技法を一緒に体験しました。

船橋市の千教研・小学校低学年図工部会にて、荒井氏による教員 60 名へのアート体験研
修を行いました。アーティストのワークショップを通じて、教員自身の「表現」や「表現
についての考え方」の幅を広げ、子供たちに伝えていけるような研修を目指しました。

荒井恵子
東京都生まれ、船橋市在住。2013年襖絵《空》《宙》を制作し、西船橋の茂春山宝成寺に奉納する。2018年日本で唯一の
水墨画専門の美術館・富山県水墨美術館で個展「いろいろのいろ 墨のいろ 荒井恵子と子どもたち」を開催するなど、現代
における墨と和紙による表現の可能性を追求している。2021年には「令和3年度船橋市所蔵作品展荒井恵子　船橋三部
作―宝成寺・三番瀬・玉川―」を開催するなど、船橋市でも多岐に渡った活躍を展開している。

現代美術家
ア－ティスト紹介

ア ー テ ィ ス トによ る教員へのア ー ト体験研修
千葉県教育研究会船橋支会研修 (千教研 ) 小学校低学年図工部会

収 蔵作家 に よ る 学校連携
文化課は収蔵作家と連携して教育の場づくりを行っています。文化の担い手である子供たちが心豊かに成長するため、子供の頃から
アートに触れる機会を提供し、「アーティスト」という存在を伝える機会として、アーティストによるワークショップを学校で実施
しています。また、令和 4 年度は、より広くアートを伝えられるよう、子供たちだけでなく、教員向けのワークショップを行いました。

実施日 ： 令和 4 年 4 月 2 5 日 ( 月 ）

実施日 ： 令和 5 年 3 月 6 日 ( 月 ）

生徒から

●

●

実施日 ： 令和 4 年 1 0 月 2 6 日 ( 水 ）

ふなばしアンデルセン公園子ども美術館個展
「白ト黒ノ間ーいろいろのいろ墨のいろー」展示風景▶
令和 4年 8月 13 日 ( 土 ) ～ 9月 25 日 ( 日 )
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